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》

ル
グ
ス
の
勢
働
債
値
論

の
根
本
命
題

に
就
て

(二
・完
)

・堀

夫

=

＼
『
肚
會

的

に
必
要

な

乃
労

働

(時
間

)
』
の
意

義
.

イ

以
上
述
タ
た
る
所
に
よ
ゲ
冷
・マ
ル
ク
ス
の
所
謂
債
値
ε
交
換
債
値
`
は
別
種
の
概
念
で
あ
る
`
い
ふ
こ
`
Y
、

並
び
に
蕎

品
の
債
値
は
其
生
産
に
養

さ
れ
た
る
抽
操
的
人
間
労
働
の
分
量
に
依
っ
て
定
ま
る
ε
い

ふ
こ
ξ

ぽ
漕
.既
に
明
白

に
な

つ
だ
こ
ご

、
思
ぶ
.。
撫

で
次

に
起

つ
で
來
る
問
題
は
、
然
ら
ば
商
品

の
償
値

の
大
小
を
決
定
.

す

る
所

の
勢
鋤
の
分
量
は
河
馬
依
っ
て
之
を
測
定
す
る
か
ε
い
ふ
こ
ε
、
及
び
如
何
な
6
人
の
支
出
に
成

る
抽
象

的
弊
動
燃
儂
直
決
定
の
.標
準

ε
な

み
か
ε

い
ふ

こ
ε
で
あ
み
。

で
以
久
メ
ば

、
第
.一
の
開
題

に
針
し
で
ば
焦
極
め
て
簡
盟
に
次
の
如
く
答

へ
.て
居

る
。

冠
『
引
…
∴
然
rワ
ば
、
此
贋
値

の
太

き
ば
如
何
に
し
て
之
を
謝
る
か
。
曰
く
、
使
用
償
億
の
中

に
含
ま
る

、
「
債
値
形

オ
泌
羅

㌣
血

鼻

働
の
分
量
に
依
ゲ
て
之
諭

ろ
嬰

働
器

量
味

其
騨

に
依
?
て
暫

れ
、
.鶴

時
間

麟
、
、
ま
た
時
、
、
甘
薯
の
如
き

一
定
の
聴
聞
部
分
を
標
準

ε
す
る
の
で
あ
る
ゆ」

是

橋
訂
勾
離
れ
ば

V.
.↓
κ
グ
巧
ば
、
血
労
働
の
支
出
ざ
る
＼
時
間

、
即
ち
勢
働
時
断
を
以
て
、
勢
働
の
分
量
を
測
定

す
㍍
器

、
磨

で
質
置
の
大
小
を
決
鬼
窟
る
軍
響

な
し
だ
る
ご
ε
が
.
果

で
み
ゑ

此
思
想
は
・
.ナ
ダ
践
身

寺

ル
、
、
艶

ヵ
ア
ド

L
算

に
於

て
既

に
其
萌

芽

を
慢
レ

て
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琶
の

で
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て
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殴
の
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廣
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〃同
の
撚
跡
の
生
産
物
で
み

急
所

の
も
の
ば
ヤ』通
例
,一
.・日
曜
、
丈

ぽ
÷
時
間

の
勢
働
の
.

.

」墨

聯

謝

舟

の
も
?

ユ
募
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餐

慕

ふ
旨
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乞
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ゲ
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.
誤
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射
し
で
身

美

武

か
㌃

ヒ
・
.如
腔
急

募

欝

血

G
に
・
.爾
か
壷

純
に
此
問
題
叢

扱
ふ
・
ご

を
徹
徹
や
群
や
ば
瓢
じ

和
み
・
祉
潤
の
臨
題
に
も
附
保
し
で
來
ざ

が
散
眺
ルド
f
極
圃
で
興
味
あ
御
問
賦
で
む
⑤

け
れ
ご
粒
揃
.
.
余
は
妬
些
仁
N之
宮
措
.ぎ
ご
直
ぢ
じ
第
[二
の
.問
題
ド照
移

乃
、で
あ
転
囲71ゆ
.∵
.寛
、
㌧
.昌
.
取
.

、　.
・
蛍

ヴ
・夙

第
二
の
問
題
ε
は
.、
.如
何
魯
る
人
の
.支
出

に
励
み
人
聞
勢
働
が
慣
艦
決
慰
の
標
準
ご
な
る
か
、,
ε
い
ふ
こ
ご
で
.

あ
薮
8
惟
ふ
ゆ
此
穂
の
疑
町
が
提
出
ざ
る
N
所
以
の
も
の
は
、
、既

に
マ
ル
ク

ス
の
育

へ
る
如
く
、コ

商
品
の
債
値

が
、、.真
塗
蕨
市
に
支
断

割
れ
た
舞
働
の
泳
量
に
依

σ
.て
定
ぎ
な
乙
す
れ
ば
遠
人
が
怠
惰
で
あ
れ
ば
み
る
程
南
、或
は

不
熟
線
で
み
軸
ば
み
み
程
、
そ
れ
セ
造
b
上
げ
る
爲
鶴
を
れ
丈
多
形
の
晴
間
夢
要
す
右
か
ら
.
.「
.
彼
れ
の
伶

魯
商

品

ぽ
を
れ
女
徳
面
多
い
や
う
に
.見

魚
お
甲
.か
㊧
で
あ
・㍍
ぴ
息
ぞ
,翠
グ

λ
ぼ

(∴
ζ
に
答
.へ
で

架
り
如
く
説

明
し
て
居
る
。
.・

ほ

る

咽
然
し
都
が
釣
価
僕
値
の
實
禮
を
形
成
す
な
弊
風
蜀
隅
馬
、等

↓
.な
嬢
入
間
弊
働
、、
(離
ぢ
)
同
.
一記な

お
人
間
勢
働
力

rの
支
出
、
・
謂
張

る
。滴
響

切
願

藩

中
に
療

議

論

劣

甥

働
連

舞

。
個
人
的
欝

力

か
ら
成
b
立

っ
て
居

る
が
、
弦
で
は
総
で

一
様
な
る
人
間
勢
働
ガ
ε
着
做

さ
れ
惹
。
そ
し
て
之
等

の
個
人
的

勢

働
力
の
各
箇
は
、
そ
れ
が
砒
會
的
李
均
勢
働
力
た
る
性
質
を
有
し
、
叉
斯

の
如
き
批
會
的
午
均
勢
働
力
ε
し
.
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遥
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の
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限
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い
ゴ
れ
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同

一
な

る
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冊
勢
働
力
で
.あ
る
。
そ
し
て
其
肚
會
的
に
必
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な
る
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勢
働
聴
聞
ざ
は
、
.現
在
の
吐
會
的
、
標
準
的
生
産
諸
慷
燃

ε
、
勢
働
の
熟
練
及
び
能
翠
の
肚
會
的
孕
均
程
度
-ξ

を
以
て
.
何
等

か
の
使
用
儂
値
を
表
現
す
る
に
要
す
る
勢
働
時
間
を
指
す

の
で
あ
お
]
.

即
ち

マ
ル
ク
ス

、ぽ
、
.商
品
の
償
値

の
實
艦
を
な
す
勢
働
は
専

一
な
る
抽
象
的
人
間
勢
働
で
み
る
が
、
同
種
類
の
商

品
ε
雄
も
漁
.必
ら
す
し

も
此
の
専

一
な
る
入
間
郵
働

の
同

一
冴
量
を
含
有

し
て
居

る
ご
は
限
ら
な

い
こ
ε
を
認
め

コ
ロ
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む
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む

む

ゆ

　

む

む

た
q
然
し
な
が
む
、
商
品
は
肚
會
的
産
物
で
あ
る
内
ε
い
ふ
黙
に
彼
は
着
目
し
て
、
同

=
榎
類
の
商
品
は
ふ一

そ

の
各
個
の
耐
品
は
、
各
々
異
れ
る
分
量
の
人
間
勢
働
を
含
有
せ
る
に
も
拘
ら
す
、
一

肚
會
的
孕
均
勢
働
に
よ
っ

て
.
(帥
ち
現
在
め
耐
會
的
、
標
準
的
生
産
諸
候
件

ご
、
勢
働
の
熟
練
及
び
能
率
の
計
…會
的
卒
均
程
度
芭
を
以
て
、
一

落

品
塵

産
す
詮

必
要
な
る
入
墨

働
雰

量
に
よ
そ

宿

値
付
け
ら
る
Y
も
の
な
・
・
墓

主
張
し
た
.

の
、で
あ
る
。
斯
ぐ
て
同

】
種
類
の
商
頁
叩
、臥
、

一
定
の
時
及
び
礎

に
於
て
は
、
其
生
産

の
π
め
肚
會
的

に
必
要

で
あ
.

る
所

の
勢
動
時
間
に
よ

つ
.て
測
定
さ
れ
た
る
、
.同

】
大
さ
の
賢
徳
を
有
す
る
こ
ε

、
な
り
、
假

ひ
怠
惰
な
る
か
或

以
不
熟
練
な
る
勢
働
者

に
よ
h
て
生
産

さ
れ
た
る
商
品
が
よ
り
多
く
の
勢
働
時
間
を
含
有
し
て
居
て
も
、
.
.
そ
は
よ

b
大
な
.る
僧
値
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有
し
得
ざ
る
こ
ξ

・
な

っ
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ク
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へ
ば
、
商
品

の
償
値
の
大
小

を
決
定
す
る
も
の
は
、

'個
々
の
商
品

の
生
産
に
實
際
必

要
で
み
為
所

の
個
々
の
、
勢
働
者
の
勢
働
の
分
量

に
み
ら
す
し
て
、
社
倉
的
に
必
要
な
る
夢
助
の
分
量
、
即
ち
其

る

も

う

生
産
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於
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上
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的
に
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る
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働
時
間
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な
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あ
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。
斯
く
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勢
働

の
生
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力
が
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す
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▼
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會
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な
る
勢
働
時
間
も
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化
し
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償
値
も
亦
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愛
化
す

る
こ

ご

、
な
る
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鶴
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ε
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結
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心
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併
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乍
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二

足
の
品
物
の
生
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さ
る
・
所
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む

コ
む

む

　

む

む

む

む

ウ

ロ

.

の
、魅
禽
的
勢
働
の
範
園
が
、
満
足
さ
る
べ
き
肚
會
的
欲
望

の
範
園

に
適
慮
し
、斯
く
て
生
産
昇
れ
た
る
分
量
が
,

む

む

じ

む

攣
ら
ぎ

る
需
要
の
下
に
於
け
る
再
生
産
の
普
通
の
標
準

に
適
慮
す

る
.な
ら
ば
、
商
品
は
そ
の
市
場
償
値
で
萱
却

ゆ
　

コ

さ

る

、

C
」
書
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む

む

む

.

(華

、木
引
用
女
中
に
於
て
、

マ
.ル
〃
ス
に

、
市
場
債
値
な
る
語
な
使
用
し
て
居
る
が
、
善

・
は
、
此
言
蓼

彼

位

`
い
ふ
言
葉
あ

意
義
に
就
て

】
慮

穿

鑿
し

て
置

く
必

要

が
あ

る
。

マ
ル
ク

ス
.に

、
市

場
偵

値
な

る
概

念

に
択

の

や
う
な
観

明

為
加

へ
て

居

ろ
。
曰

く

、

囁

『扉

盤

に
二

方
三

(生
産
)静

内
・
於
奎

産
さ
・
い
商
品
の
恥
齢

聖

し
て
襲

・
る
べ
き
で
あ
　

勢

昼

蔀
門
皐

均
.

　

む

的
諸
雌

下
に
於
て
生
産
遷
。
、
而
し
て
洞
部
門
の
。
産
物
の
大
勢

々
占
㊨
る
所
の
、
そ
眉

。
の
個
.
の
。
。
ξ
.
て
蘂

さ
。
。
、
で

あ
ら
う
。』

、
.

是

に
由
れ
ば
、
市
島
慣
偲
ご
に
、
同

[
種
類
F
厨
煮
ろ
商
品

の
各

々
の
偵
値
葎
亭
均
し
た
も

の
、
換
言
す
れ
ば

「、
卒
均
的
生
産
諸
候
件
の
下

に
於

・

て
生
産
さ
れ
決
る
代
表
的
簡
保
の
偵
値
々
謂
ふ
も

の
、
や
う
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
}甘
々
の
注
意
す
べ
き
は
、
既

に
述
べ
た
る
如
く
、.
マ
ル
〃
ス
.

、

む

む

.

の
所
謂

藩

品
の
優

良

塗

て
藩

品
の
生
産
量

際
曇

さ
れ
た
ろ
入
興

働
の
分
書

よ
つ
義

定
・
を

あ

に
あ
ら
す
し
二

妻

種
類
に
漏
す
る
曹

翠

生
産
す
歪

祉
會
葡
に
必
要
な
ろ
労
働
(時
欄
)の
分
豊
、
即
ち
平
均
的
生
鳶
諸
候
件
の
下
に
於
ぺ
泌
琴

、
冠
ら
る
鼻

働

(時
間
)
の
分
量
に
よ
つ
て
決
定

ざ
ろ
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「
部
門
内
に
於
て
生
産
さ
ゐ
』
同
種
類

の
商
品
の
諸
便
値
な
平
均
す
ろ
こ
ご
に
、、
最
.

セ

ゴ

　
　
む

む

む

　

む

初
よ
岬

不
可
能
で
あ
り
、
從
て

マ
〃
〃
ス
の
所
謂
市
場
便
値
は
、
彼
れ

の
所
謂
便
値
ピ
全
然

同

一
な
ろ
概
念
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
ミ
い
ふ
ご
ε

●

.

で

あ

ム
。

此
等

の
文

字
よ

り
察
す

る
ご

き
は
、
商

品

が
費
却

さ
れ

て
其
市
場
償
値

を
内
即

ち
其
商

品
中

に
含
有

さ
れ
居

る
肚

會
的

に
必
.要
.な
.る
勢
働

の
分
量

を
、
實

現
す

る
が
爲
め

に
は
、
、そ

の
吐
會

的
勢
働

の
分
量

が
其
商
品

に
封
ず

る
肚

會

的
欲
望

の

分
量

に
適

慰
し
な

り
れ
ば
.な
ら

阻
、

ご

い
ふ

こ
・ご
を
、
マ
ル
ク
ス
は
明

か
に
認

め
て
居

る
の
で
あ

る
。

舗

誠
,

マ
幽
〃
ス
の
労
働
慣
櫨
論
の
根
本
命
題
に
就
て
(二
・完
)

第
十
.「巻
λ
第
三
號

九

こ

三
入
玉

、

・団 正…,D・ ・K・pit・1,111・ 再・S・ ・面 一・67「
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r論

説

マ
ル
ク
ス
の
舞
働
偵
値
論
の
根
本
命
題
に
就
て
(二
・完
)

第
十
一
岩

`
(覧
三
號

九
二
)

三
八
六

、
更

に
彼

が
、
勢

働
は
必
要
勢
働

ε
剰
餓
勢
働
.ε
に
分
れ

右
.け

れ
こ
も
、
肚
會

ざ

い
ふ
立
場

か
ら
見

る
な

ら
ば
、
農

業

に
於

け
」る

ξ
工
業

に
於
け

る

ご
を
問

は
す

、
そ
は
要
す

る
に
商
品

を
生
産

す

ち

に
必

要

な
る
勢
働

で
あ

る
こ
嘘
.

を

論

じ
》

そ
れ
に
続
け
て

、

,

…

」
.

」
.

「
.

'

r

.

、
.
-
.

り

む

む

む

む

む

　

む

む

　

む

む

　

む

ロ

む

ひ

む

む

む

　

ご

む

　

　

ゆ

.

『
そ
は
特
定
物
の
生
産
に
、一

特
定
物

に
劃
す
る
肚
曾

の
特
定
的
欲
望
の
満
足

に
、
必
要
な
る
勢
働
で
あ
る
」

　

げ

ざ
言
ひ

、
叉
数
行

を
隔
で

、
、
・
.
.

、

『
…

…
使
用
償
値

の
有
無

は
、
個
々

の
商

品

に
就

て
盲

ふ
な
ら
ば
、

そ
が
む

れ
自
髄

で
以
て
.
一
つ
の
欲

望
を
満
足

す

る
か
否

か
に
依

っ
て
定
ま

る
も

の
で
め

る
が
、
肚

會
的

生
産
物

の
集
團

に
就

て
言

ふ
な
ら

ば
、
使

用
償
値

の

む

ほ

　

む
セ

む

有
無
は
、
そ
の
集
團
が
各
種
特
定
生
産
物

に
封
ず

る
、
分
量
的

に

一.足
せ
る
肚
會
的
欲
望
に
適
悉
し
て
存
在
し

　

リ

ア

て
居
る
か
否
か
に
依
っ
て
定
ま
り
、
而
し
て
そ
れ
故
に
湘
労
働
が
、
分
量
的
に
.限
定
さ
れ
居

る
.所
の
、
此
肚
會
酌

む

む

コ

の

欲
堅
に
比
例
し
て
、
異
れ
る
生
産
部
門

に
釣
合
よ
く
身
配
さ
れ
居
る
か
否
か
に
依
っ
て
定
ま
る
。」

ε
吉

へ
お
を
見
る
に
及
ん
で
、
五
口
々
は
写
彼
れ
め
所
謂

『
砒
會
的

に
必
要
な
る
勢
働
(塒
開

)」
な
ざ
概
念
の
中
に

ロ

む

む

む

ご

　

む

　

じ

む

む

む

　

む

む

む

ロ

　

ロ

む

り
　

　
　

は
、
特
定
物

の
生
産
に
必
要
な
る
勢
働
の
み
な
ち
す
.
特
定
物
臆
…謝
す

る
乱
會
の
特
定
葡
徹
望

の
満
足

に
必
要
な

む

　

　

る
勢
働

ご
云
ふ
意

味
が
含
有

さ
れ
居

る
こ
ご
を
鞍

見
す

る
の
で
あ

る
。
.

是

に
於

て
、

マ
ル
ク

ス
を

評
羅
す

る
畢

者

の
多

く
は

、

マ
ル
ク

ス
の
所
謂
『
肚
會
的

に
必
要
な

る
勢
働

(時
間

)」

　

　

コ

な
る
概
念
に
二
義
め
り
ε
な
し
、
即
ち

一
は
商
品
の
生
産
に
當

っ
.て
肚
倉
的
艦
必
要
な

る
勢
働
(時
間
)
を
意
味
上
、

　

ロ

他
は
商
品
の
流
通
に
當

っ
て
其
商
品
に
封
ず

る
砒
會
的
需
要
を
充
た
す
に
必
要
な
る
勢
働
(時
間
)
を
意
味
す

る
も

ヨ
　

う

む
む

の
ざ
解
し
て
居
る
の
で
め
る
。
.併
も
乍
ち
↓
此
等
両
義
を
認
む
る
學
者

の
中
に
在
り
て
.灘
、
A

マ
曜
ク
.ス
は
、
此
醇

1}Ma1・x,DasKapital,II'.1工.S.175.
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σ

σ

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O
.O

O

)

σ

O

O

つ

O

O

O
.σ

両

者

を

以

て

共

に

商

品

償

値

決

定

の

要

素

ε

な

し

た

り

鳥
ご

な

す

も

の

こ

、
B

マ

ル

ク

ス

は

.

其

中

の
.
一
を

以

て

債

o

o

o

o

o

o
b

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

(

、

・

一

値

決

定

の

要

素

ビ

な

し

、

他

は

傾

値

實

現

の

要

素

に

過

ぎ

か

ご

な

し

夜

わ

、

ε
す

る

も

の

ぜ

の

二

振

が

あ

る

。
.
以

下

此

等

両

派

の
學

者

の

説

を

列

學

し

、
最

後

に

マ

ル

ク

ス

の

眞

意

が

何

れ

に

存

し

た

る

か

を

検

す

る

こ̀

ε

、
.す

る

。

旬

プ

!

ダ

ン

は

,
.共

著

吼
カ

ヂ

ぞ

マ

川

ク

ス

の

理

論

的

骸

系

」
に

拠

て

、

次

の

如

く

遮

ぺ

て

居

る

。

閃

む

む

「
.ぞ
・新
ら

し

い
便
値

を
創

造
す

る
爲

め
に
或
品
物

の
.生
産

に
費

さ
れ
だ
る
労
働

は
、
か

、
る
品
物

の
生
産

に
饗

」
69凹

む

　

む

む

む

む

む

む

む

り

ロ

し
て
卒
均
的
支
出
を
な
す
こ
ぜ
に
よ
っ
て
生
産
的
な
め
し
の
み
な
ら
す
、
肚
會

に
ε
つ
て
必
要
で
あ
る
所

の
何

蝸
.

.

物

か
を
創

造

し
た

に
違

ひ
な

い
。
…
…

(中
略
∀
:
…
若

し
も

一
定

の
商

品

の
鹸

わ
多

く
が
生
産

さ
る
＼

な
ら
ば
、

旧

-

紹
射
的
に
多
泄
ぎ
る
の
で
は
な
く
て
、
現
在
の
肚
會
駄
態
並

び
に
肚
會
関
係
に
比
し
て
多
過
ぎ
る
の
で
あ
.

a

・
・
⊥

・
・
生
馨

何
馨

・
儂
値
・
創
造
・
・
…

れ
墓

働

事

蓼

・
丈
・
蕩

刷

一

鐸
者
註
)

は
浪
費

さ
れ
て
居
る
ゆ
一…
-
償

値
は
肚
曾
關
係
で
あ
る
か
ら
、

此
種
の
品
物
の
生

産
に
費
さ

割

れ
セ
る
緬
て
の
勢
働
は
ご
肚
會
に
於
て
は
、
比

例
的
に
よ
り
少
意
い
債
値
を
生
産
す

る
.の
で
あ
ら
う
、
各
品
物

舳恥

は
、

参
れ
丈
よ
り
少

い
償
値
を
有

つ
で
あ
ら
う
、
從
て
生
産

さ
れ
た
る
斯
か
為
品
物

の
合
計
匿
、
若
し
其
勢
働

.

(聖

馨

・
蕩

一

讐

註
蚕

・
れ
需

・
・
馨

・
品
物
が
生
産
・
れ
・
か
・
を

す
・
蕩

食

劇

b
も

、
決
し
て
よ
り
多
く

の
償
値

を
有

π
な

い
で
あ

ち
う
。
」(
中
略

)

㎞

警

す
れ
ば
・
毒

叩の
羅

・
聾

碑
奪

華

憂

鐸

肚
霧

欝

暴

圏
野

ぜ
.
岬

塞
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
所
の
・
そ
の
勢
働
の
分
量

に
依

つ
.て
決
定
せ
ち

る
・
.別
言
せ
璽

其
椰
轡
醒

に

㎞

肚

會

的

に
必

要

な

る

勢

働

の

勇

量

に

依

っ

て
.決

定

冠

ら

る

。
』
.
.
.

;
'

「
.
.㌧

:

め

論

醗
…

マ
ル
〃
ス
の
鱒
〃働
便
値

論
の
根
木
命
題

に
就
て
〔
二
戸
完
)

第
十
一
巻

(第

三
廉
価

か

三
V

三
八
七

.L



呵
.

、

'

論

議

マ
ル
〃
ス
の
労
働
価
値
論
の
根
本
命
題
に
就
て
(二
Ψ完
)、

第
十
.一
巻

(第
三
號
　

九
四
)

三
八
八
.

即

ち
プ

L
.ダ
ソ
は
、
.産

品

の
贋
櫨

を
決
定
す

る
所

の
勢
働

に
、
第

一
に
、其
商
品

の
生
産

に
射

し
て
技
術

上
社

會
的

に
必
要

で
あ

る
所

の
勢
働

だ

い
ふ
意
味

ご
、
第

二
に
、肚

會

が
必
要

ε
す

る
丈

の

分
量

に
於

て
生
産

さ
る

、
商
品

に
口,

む

　

費
さ
為
.
.
、
勢
働

ε
い
ふ
意
味
ε
.の
両
義
を
含
ま
し
め
、
.而

し
て
此
両
者
が
相
侠
π
な
け
れ
ば
商
品

の
贋
値

は
決
定

.

コ

さ
れ
ざ
る
も

の
ε
解

し
た
の
で
あ
.な
。

マ
ル
「ク
ス
を
斯

の
如
く
解
羅

せ
る
聾

者

は
頗

る
多

い
の
で
あ

る
が
、
次

に
,

其

中

の
.二
三
者

の
所
説

を
瞥
見
す

る
で
あ
ら

う
。一

パ

ウ
を

フ
・

ツ

シ
ア
は
、、
共
著
『
マ
ル
ク

ス
の
償
値

説
」
に
於
て

、
次

の
如

き
結

論

を
下
毛
て
居
る
。
・
.

ゆ

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

「
阯
會
的
に
必
要
な
る
鱒
働
ε
は
、肚
會
的
使
用
慣
値

を
創
造
す
る
所
の
、
肚
會
的
に
通
常
取
る
生
産
諸
候
件
の

7
5

、纂
鋸
鷺
論
藤
雛
齢
硬鋳
欝
聡
警
薩
臓
難
い認

.

3

垂

會
の
丙
警

於
毒
.

」

債
箏

形
成
す
・
鶴

で
あ
}

晦

7
-
査

、碁

的
・
鞍

　

蕩

鷺

を
以
・
漁
生
霧

の
箒

に
齋

露

要
な
乙
分
量
の
欝

勝

野

間
を
意
味
す
る
も
の
誤

解
し
て
居
る
、
一

此
種
類
の
全
生
産
禦

、
祉

禽

需
要
。
適
撃

・
や
否
や
を
.
繁

　
　

ヒ

顧
慮
す
る
こ
ご
な
し
に
一

つ』
・
.

M
α

叉
・シ
エ
・
レ
直

、
韮
.

『
耽
會
嚢

の
眞
髄
』
に
於
て
、
.誇

如
逸

ぺ
て
居

・
。
.

嘔
.品

お

ロ

.

「
臥
…
第

一
.次
的
の
随
意
の
私
人
的
勢
働
が
償
値
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
て
、
「
枇
會
的
に
必
要
な
る
勢
働
」

田
㎞

が
・
即
墨

霧

墓

霧

雲

ぎ

謬

事

禦

げ

祀
翻

幕

び
。一
.募

金

糖

プ
で

っ】器

「
譲

げ
霜
野
留
野
じ
智
孕
埼
艀
ビ
穿
貯
留
ガ
㌍
研
が
肥
ボ
ゲ
㌍
甲
鯉
デ
ガ
、
ゼ
溜
増
鰍
騨
げ
卵
餅
ザ
、
榔
榔
ゲ
潔
翠

n
勿

』

●

.

冗
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、、σ

o

"

.

・す

る

の
で
め
る
.。』

・
.ぺ
廻
ソ

シ
ユ
ダ

イ

ソ
は
、
其

著
『
肚
會
主
義

の
歴

史
及

び
其
理
論

』
に
於
て
、
又
同
様

の
意
見
を
述

べ
て
居

る
。

.一「日
一く
㍉
.
.

も

ガ

↓
吾
々
の
既
に
見
た
な
が
如
く
、
脛
濟
上
の
償
値
は
、
二
重
の
性
質
を
有

っ
て
居
る
、
そ
は
歎
用

(使
用
儂
値
、

蕎

畢

、φ
要
書

、
露

霜

(勢
働
償
値
)
の
要
素
ε
を
含
有
し
て
居
る
。
此
等
の
要
素
の
中
何
れ
が
債
値
の

む

　

.

・∴
大
小

を
決
定
す

る

か
。、
.確

か
に
其

一
方

で
あ
る
或

は
他
方

で
あ

み
、
.ε

い
ふ

こ
ε
は
出
来
な

い
。
一
マ
ル
ク
ス
も

む

む

亦
》
色
々
な
場
所
で
h
此
事
を
認

め
て
居
る
。
實

に
彼
は
、
.償
値
を
決
定
す
る
所
の
、
糺肌
會
的
に
必
要
な
る
勢

.

.島

隠

馨

概
念

の
中
に
、
霧

の
要
素
を
引
き
入
れ
る
こ
萱
.
力

め
て
居

・
。
此
概
念
は
、
彼
に
依

っ
て
、

.

.

.「
断
品
輩
位
葱
通
常
の
生
産
上
の
技
術
を
以
て
産
出
す

惹
に
要
す
る
勢
働
時
間

の
意
味
へ
.並
び
に
該
商
品
を
、

・
.
.

㎡

禁

繁

し
面
し
で
之
を
吸
掌

る
ξ

が
餌
来
る
丈
の
量
に
於
て
、
.落

す
る
に
写

る
鶴

時
間
の
億

昏

用
ひ
島

で
居
}

∫
∵
、　凱

業

曝
,

マ
、〃
グ
∵ス
を

以
て
、
そ

の
所
謂

『
肚
會

的
に
必

要
な

る
勢
働

(時
間

)
』
な

る
概
念

中
に
含
ま

る

＼
.両

。美

風
・幾

樺

鍵

雰

野
事

事

皇

張
し
た
・
も
の
ε
解
す
・
學
者
の
例
で
あ
る
が
、
此
葦

諸
説
藁

.

顧

徳
麓

息

・
象
の
如
き
主
讐

な
る
で
あ
ら
う
愚

禿

商
品
の
贋
値
を
決
定
す
る
所
の
、「肚
會
的
に
必
要

晩
徽
御
勢
動
(暗
面
〉』

ご
は
、
「通
常

の
生
産
條
件

'(即
ち
普
遍
最
も
流
行
し
て
居
る
所
の
生
産
用
具
ε
漕
普
樋
に
要

、
ぐ
蹴
厳
を
)'
9
働
者
の

勤
勉
ε
熟
練
ざ
を
意
味
す
)
の
下
に
於
て
、
肚
會
が
需
…要
す
る
所
の
.分
量
だ
け
、
.或
商
品
を

生
産
ず

み
「に
蜷
要
な
る
勢
働
時
間
を
云
ふ
、
ざ

マ
.ル
ク
ス
が
論
じ
だ
b
亡
な
す
主
張
、
.廊

ち
昂

ざ
あ
る
.

.頴
論
マ
「醗
.
.

マ
.ル
〃
ス
の
労
働
低
位
論
の
根
本
命
題
に
就
て
(
二
・完
)

第
+
.一
巻

(第
三
號

、九
五
)
.

三
八
丸

み ・婁c埴f日e・DieQuintじ55即zde⇒Sozialis叩us・ エ～刃6,呂 ・45・1)
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ノ
.

、
論

説
.

マ
ル
グ
ス
の
ゆ
.幼
便
値
論
の
根
本
命
題
に
就
て
(
二
・完
)

第
十

一
巻

(第
三
號

九
六
)

三
九
d

　

ロ

　

.

然
ろ
ば
此
主
張
の
根
擦

は
何
れ
に
在

る
か
。
詳
言
す
れ
ば
、
商
品
の
生
産

に
技
術
上
姓
會
的

に
必
要
で
あ

る
所
、

の
勢
勧
む
、
若
し
そ
の
商
品
を
、
そ
れ
に
封
ず
る
肚
會
的
需
要
以
上

に
或
は
そ
れ
以
下
に
生
産
す
る
な
ら
ば
、
・此

商
品
は
㍗
其
勢
働

の
分
量

の
箭
合
よ
り
以
下
の
或

は
そ
れ
よ
レ
以
上
の
贋
値
を
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
幽
、
・ご
ぜ
ふ

は
何
故

で
あ

る
か
。
、
.彼
、等
日
ぐ
、
其
根
擦
は

マ
ル
ク
ス
の
吉
そ
の
も
の
に
在

る
、

マ
ル
ク
ス
は

「
如
何
な
る
も
の

ヒ

コ
　　

ラ

庵
る
使
用
僧
値
た
る
こ
ε
な
く
し
て
、
償
値
た
り
得
な
い
」
ざ
云
っ
て
居

る
で
は
な

い
か
、
然
ら
ば
、
技
術
…上
敵

會
的
に
必
要
な
る
勢
働
時
間
に
よ
っ
て
生
塵

せ
む
れ
淀
乃
商
品
も
"
例

へ
ば
若
し
肚
會
の
需
要
以
上
に
生
産

さ
る

る
な
ら
ば
や
そ
の
訟
分
の
分
量
は
、
.何
等
使
用
債
値
を
有
ち
得
す
、
從

っ
て
贋
値
π
り
得

な
い
の
で
あ

る
、
暴
れ
、

肚
會
駒
に
需
要
ざ
6

、
商
品
分
量
を
生
産
す

る
に
必
要
な
る
勢
働
が
、
其
商
品
の
慣
値
を
決
定
す
、
ご

い
ふ
所
以

で
あ
ろ
ε
。

こ
れ
果
し
て

マ
ル
ク
久
の
奥
意
を
傳

へ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
以
下
研
究
す

る
所

に
よ
り
、
比
熱
は

漸
次
、判
明
す

る
こ
ご
、
信
ず
る
。
、

の

、
}

り
-
咲

共
置

多

ク
ス
償
値
説
の
肚
會
的
内
容
」
拠

て
・
次
の
如
告

っ
て
居
る
・
.
.

く「
『肱
曾
的
欲
望
ε
い
ふ
公
式
が
加
ぽ
.つ
て
も
、
そ
れ
に
よ

分
て
交
擁
關
係
は
毫
も
攣
更
さ
れ
な

い
。
そ
の
限
b
に

セ

め

む

ほ

む

む

む

む

つ

む

　

　

む

む

　

　

於
て
、
技
術
的
に
必
要
な

る
分
量
の
勢
働
の
み
が
常

に
重
要
で
あ
る
、
ε
の
解
羅
は
正
し
い
。
併
も
肚
會
的
に
必

要
喉
る
勢
働
ご

い
ふ
言
葉
の
、
か
の
曖
昧
な
る
而
義
の
裡
じ
隠
れ
て
居
る
所
の
も
の
は
、
真
下
に
於
て
此
交
換

む

む

關
係
が
實
現

さ
る
、
所
の
、
共
議
條
件
を
、
よ
り
正
確

に
官
ひ
表
は
し
お
も
の
で
お
る
、
即
ち
肚
會
的
に
必
夏

な
へ
欝

は
積
極
的
罐

用
す
る
醤

で
ば
な
毛

、
競
争
の
諸
動
揺
の
中
に
在

っ
て
響

動
か
ざ
る
厨
の
結

翁
.嵐
.
幻

果

で
樋
の
協

。
」
翼
、
、

且)Marx,DasKapital,1.S・7・.

2)Franz.Petry,DerSozialeGehalヒder Mirxsche皿Werttheorie,1q[6,S.52.
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ダ
　

難
脚鰍
爺
謙
灘
驚
騨
離離
欝
溝
欝
隷
.噸

撰
鱗
蝦
蝦
欝
欝
臨席
篶
鳩難
蟹
堺
響
耐
.　

、・
.
.
誘
輯邸
の
市
場
償
藷

、醤

。・
に
封
ず
塩

喰
激

暑

は
金
歯

寧

蕪

.連

艦

繕

認

・
静

…

的
要
素

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
而
し
て
肚
會
的
欲
望
は
市
場
償
値

の
實
現

に
際
し
て
の
み
、
即
ち
真
下
に
於
て

M

越

南
..
が
茸
芹
雑

面
智
費
虻
ボ
ボ
得
び
所
俊

英
諸
候
件
の
決
定
起
際
し
て
の
叡
窪

を
有
・
で
来
る
ほ

　

冠

會
的
に
必
要
な
る
鶴

腐

」
な

含

葉
を
以
て
、
.莞

・
・
峡

第

三

商
品
の
生
産
量

蟹

に
必
要

恥

な
る
蕩

腐

を
、笙

・
審

が
生
霧

嬉

す
・
あ

解
霧

濯
箏

蒼

・
蒲

辱

・
そ
斐

の
分

捨踏

量
を
奮

{

・
當

ぞ

、
並

倉
が
各
特
轟

類

の
生
産
物
に
支

出
し
な
け
れ
ば
な
像

い
所
の
、
そ
の
勢

働
繍

の
大
姦

喜

書

す
・
・
　

↓
・
居
・
.
煮

、多
あ

人
・
器

優

勝
・
・
あ
客

叢
.

鷺

.

.

、;

の
面
し
滴

じ
概
念
量

す
る
二
つ
の
異
れ
る
定
義
で
蛙

も

て
、
馨

で
琴

鐸

穿

糎
奮

罫

器

　

む

む

ワ
　

　

　ド

む

つ

む

む

　

む

む

　

　

エ
　

・
.

す

ゑ

「需

℃

て

同

着

稽

で

み

ゑ
.

、
.

「

、

、・
∴

・
」

、:

甜

マ
碧
ク

ス
自
身
娃

此
二
種

の
肚
會
的
に
必
要
な
る
勢
働
を
嚴
密
に
暦
別
し
て
居
る
。
.彼

に
依

@
ぱ
喜

々
の
既

功

.諦

観

マ
ル
η
ス
の
舞
働
頂
値
論
の
根

恥
命
題
に
就
て
(
一.三

兀
)

第
+

一
巻

〔暮

號

九
さ

一一「九
.
一

、
、

『

1

6



覧

ノ,

■

論

説

マ
ル
三

の
雷

鰹

論
の
集

塵

続

て
(一
.7完
》

筆

霧

(善

號

九
八
)

冒
一九
二

量

砦

和
ぐ
い同
一
藷

も
周
壁

・
.篁

の
意
昏

於
け
・
港

酌
量

薯

・
蕩

時
野

、第
二
の
意

墜

惨

る
籔

の
冠

鶴

・
必
要
な
る
　

、・
・
ぞ

或
は
吉

少
乱

を
.含
有
す
・
・、
慕

暴

・
。

即
ち
新
鶴

場
合
味
.
商
品
が
通
常
の
生
産
諸
候
件
の
下
に
撃

生
産
・
れ
て
も
、
而
か
も
満
足
薯

べ
.き
、
.
.

此

鷹

島

す
鉦

富

霧

・
貧

・
籔

・
或
・
之
呆

足
言

㌻

撮

喉

滲

陸

さ
る
～
時
に

讐

・
.…

憂

蟹

の
豪

に
於
け
・
肚
會
的
・
必
饗

・
勧

は
、

石

の
償
値
決
定
要
素
で
あ
・
が
、
社

倉
の
全
蕩

醤

を
碧

ぞ

飯

詰

、
肚
欝

欲
讐

遷

す
・
㌻

・
客

種
の
錘

部
門
。
論

ず

.

乃
ぜ

・
・
藻

・
馨

誰

會
的
嬉

髪

・
鶴

醤

は
、
商
品
・
整

頓

.さ
隆

然
奪

。
影
響
を

も
有
花
な

い
。、
此
意
味
に
於
け
る
肚
會
的
に
必
要
な
る
勢
働
は
、
商
品
集
團
の
贋
値

の
前
提
、
即
ち
使
用
贋
値

む

む

で
あ
を

い
ふ

・
風

が
そ
れ
慈

っ
て
堵

、
從
ぞ

憤
値
の
窺

が
そ
れ
懸

っ
て
居
る
三

重

度
に

け

於

て
の
み
、
憤
慨
法
則
に
關
係
を
も

つ
て
居

る
藁
-

芒

卑

聾

ば
・
.グ
・
ぎ

ザ
4

も
明
君

認
・
.寛

・
・
が
.証

禽

に
必
要
選

蕩

醤

.』
・な
善

書

附
し
芽

夏

中
∵
第
」
の
も
の
み

が
商
品
の
盤

を
決
定
し
、
第
二
の
も
の
繕

値
の
實
現
官

っ
て

意
味
を
も
つ
て
來
・
・
雪

暮

ぜ

攣

.・
の
が
㍗
・
多

・
の
眞
意
を
得
底

も
の
ε
な
し
て
居
ゑ

餐

ば
・何
乾

第
二
の
套

景

妙
胤
冠

禽

・
必
要
な
・
鶴

」
が
・笹

・
窺

量

つ
・
篠

を
お
房

・
・

る
か
・
.他
至

・・費

「髪

あ

所
謂
{冠

寓

・
必
要
な
垂

働
」
署

す
・
票

が
・
洪
に
藩

決
定

.

の
要
謬

る
・
ε
茎

張
せ
・
薯

が
、
茎

張
の
根
蓼

な
髪

を

霜

個
.F
の
根
管

よ
る
の
で
宏

。目

蓋
・
・
舞

　

あ

・
使
爆

塊

・
老

・
-
幌

搭

だ
薩

憶

い
渉
.
2

の
根
意

鰻

・

●
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.

.

.

「
6

ド

「

本
き
、
例

ぺ
ば
肚
會
的
の
需
要
が
な

旧
都
分
の
南
島
は
、
本
來
そ
の
生
産

に
ご
れ
程
の
勢
働
の
分
量
が
費
さ
れ
て

あ
う
て
も
、
を
れ
丈
の
債
値
を
實
現
し
得
な

い
が
散

で
み
る
。

、
.

.

.

以
上
を
以
て
、

マ
ル
ク

ス
の
所
謂

『
肚
會
的
に
必
要
な
.る
勢
働
(時
間

}』

な
る
概
念
の
有
す

る
両
義
に
封
ず
る

一
一振

の
學
者
の
所
論
を
比
較
し
了

へ
π
の
で
あ
る
が
、

宅
に
關
連
じ
て
吾
々
の
注
意
し

置
く
べ
き
は
、
、商
品

㊨

む

む

び

じ

　

　

慣
値
ビ
其
償
格
こ
の
關
係
で
あ
む
。
蓋
し
此
等
二
派
の
學
者
中
、
前
者
に
騙
す

る
も
の
、
説

に
從

へ
ば
、
隈
値
ε

慣
格

ご
は
之
を
医
刑
す

る
の
必
要
な
く
～
.而

し
て
後
者

K
厨
す

乃
も
の

、
読

に
依
れ
ば
、
償
値

て
償
格
ご
は
之
を

匪
別
寄

る
こ
ε
が
甚
だ
必
要
に
心
て
一
.且

つ
意
味
め
る
こ
.ぜ
、
な
る
が
故

で
あ
お
。
今
次
に
其
理
由
留
簡
輩
に
説
.

明
す

る
で
あ
ら
う
。

・

コ
　

ラ

了

マ

.一・
ツ
デ
臓
葡
離

の
學
撃

季

重

者
な
る
較

仮
繕

讐

慣
格
遣

慰

し
て
次
の
穿

述

べ
て
居

曳

、
.
.
.
.
.

巴

,
.

.

.

『
…
…
生
産
過
剰
が

起

る
な
ら

ば
、̀
其

時
は
.
「趾

曾
的

に
必
要

な

る
勢
働
」
が
支

出

さ
れ
て
居

な

い
の
で
あ

る
、、

か
く
て
全
生
産
物
は
、
通
僧
の
彙
産
に
當
っ
て
よ
り
少
量
の
生
塵
物
藻
岡
が
含
有
彪

で
あ
ら
皇

霧

同
量

　

む

　

む

む

.

の
便
値
を
含
有
す
る
に
過
ぎ
漁
3
換
言
す
れ
ば
、
贋
格
は
生
産
物
中

に
結
晶
し
た
る
、
.事
實
上
支
出
愚
れ
セ
る

勢
働
時
間
に
適
慮
せ
す
し
て
、
そ
の
生
産
物
中
に
結
晶
七
た
.る
、
肚
會
葡
に
必
要
猿
ゐ
勢
働
時
間
」に
適
鷹
す
る
,

、面

楷
は
魑

法
則
に
從
ひ
た
る
生
産
物
の
騨

に
全
然
適
挙

る
・「

篠

潔

駐

鑑

壽

ふ
.▼ぎ

嘆

藪

で

は

全

然

問

題

に

な

ら

ぬ

。
」

・
.
.
.

3

・

,
・

.
、
.

.
」

、
・
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弘購

田肌
↑

マ
ル
〃
ス
の
聾
働
緬
鵬値
論
の
岨
粋本
命
窟
りに
血距
て
(一
「
.・岩石
)

第
†
」
巻

(第
=
「聴
…
一
Q
Q
り

一二
九
譜隅

即

ち

テ
ソ
デ
の
所
説

を
約
言

す
る
な

ら
ば

、
商
品

の
償

値
は
ヤ
肚
會

が
需
要
す

る
丈

の
分
量

の
商
品

を
生
産
す

る

・
に
必

要

な
る
普
通

の
勢
働
時
間

に
よ
っ

て
決
定

さ
る
言

い
ふ
の
で

あ

る
か
ら

、.
.其
商

品

の
供
給

が
需

要

に

}
致
す
.

る
適

い
ふ
二
ε
が
、
儂
値
決
定
の
前
提
要
件
ε
な
b
、
.此
事
は
取
b
も
直
さ
す
、
..慣

値
`
償
路
」

憤
絡
ε
は
商

品
の
債
値
を
纂

に
て
言
ぴ
表
は
し
た
も

の
で
あ

っ
て
、
即
あ
市
場
の
塞

供
給
関
係
に
ら

て
決
害

る

、
所

の
も
の
で
め
る
一

ε
は
當
然
合
致
す

べ
、き
も
の
璽
協
心
冠
を
示
し
て
居

乃
、
こ
い
ふ
の
で
あ
る
の
丑
れ
蓋
し
理

の
當
然
で
あ
ら
う
。

之

に
反
し
、
商
品
の
債
値
は
其
生
産

に
技
術
上
肚
舎
内
に
必
要
居
る
勢
働
聴
聞

に
よ

っ
て
の
み
完
ま
る
ε
な
す

ユ
　
　

の

も
の
に
在

っ
て
些

商
品
の
供
給
が
そ
れ
嬉

す
る
肚
會
の
實
際
の
需
要
に
偶
然
角
三

致
せ
ざ
農

b
、
宿

陣

ε
便
警

竺

致
せ
ざ
.る
も
の
恥
皇

主
張
す

る
が
當
熊
で
あ
る
。
蓋
し
.
桝

へ
ば
生
産
過
剰
の
場
合

に
在

2

、

は
馬
各
商
甜
は
其
生
産
に
技
術
止
血
會
的
に
必
要

な
る
勢
働
に
よ

っ
て
生
産
さ
れ
、
そ
れ
に
相
當
す

る
債
値
を
肩

・

む

む

.

・つ
で
居
て
も
㌣
鐸
摺
ε
レ
て
實
際
に
交
換
ざ
る
Y
場
合
に
は
、
需
要
快
絶
の
法
則

に
從
研
、
そ
れ
丈

の
債
値
を
寳

・
現
す
ち

こ
ε
が
出
来
な

い
が
故

で
あ

み
。

.

.邑

於
て
、
.吾
姦

」

歩

み

所
謂
冠

葛

曇

要
塑
ゐ
編

蒔
間
こ

の
暮

す
缶

善

孝

・

二
種

の
見
解
の
差
異
を
愈

々
明
か
に
知
る
こ
ε
を
得
た
の
で
あ
な
が
、
次

に
起
な
問
題
は
、
然
ら
ば

岬
ル
久
淋
自

身

の
眞
意
ぽ
何

れ
に
存

し
陀
り
や
ε
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
.
.

.
、

む

む

む

　

余
は
此
黙
を
研
究
す
ざ
に
當
か
、
、検
索

の
便
宜
上
、、
マ
ル
ク
ス
が
債
値
ε
贋
格

ε
を
如
何

に
取
扱
ひ
た
右
か
を

見
、
.こ
れ
に
依

つ
で
彼
れ
の
意
を
杜
度
す
る
こ
ご

＼
す
る
。

▽
マ
.ル
ク
ス
は
、
債
値
ε
債
格
ビ
が

】一致
す
る
の
裏
件
に
っ
き
、
.『
資
本
論
」
中
藪
ケ
所

に
於
て
説
明
を
下
し
て
居

、

●



,

'

る
。
其

一
例
を
示
す
な
ら
ば
、
.彼
は
『
資
本
論
』
第
三
巻

に
於
て
、
次
の
和
ぐ
述

べ
て
居
る
窃

ロ

む
　

　

む

『
其
の
大

さ
で
商

品

が
互

に
交
換

香
る

、
所

の
、
そ
の
債
格

が
、
商

品
の
慣
値

に
近
似
的

に
適

慮
す

る
が
爲

晦
に
.

憾
、
攻
め

こ
ε
が
必

要

で
あ

乃
の
み
で

め
る
馬
第

「
に
、
各
種

商
品

の
交
換

が
、
純

粋

に
偶
然
的

の
も
の
で
.ゐ

備

.

こ

`
を
、
或

は
ほ
ん

の
偶

然

の
機
會

か
ら
行

は
れ
る
も

の
で

め
る

こ
ε
を
止

め

る
・
.}ξ
、第

二

に
、
吾

々
が
直
接

り

む

ゆ

む

む

ロ

リ

む
　
む

む

む

む

む

り

の
商
品
交
換
に
つ
い
で
観
察
し
て
居
る
限
り
、
此
等

の
商
品
が
相
互
に
、
相
互
の
欲
望

に
近
似
的
に
逓
慮
す

る

・
.榔
謬

整

輝

蜜

馨

ボ
。・
ぎ

・
.此
事
績

互
の
悪

止
の
経
験
が
激
へ
、
而
し
て
斯
-
奏

換
姦

碍

え
す
や

っ
て
居
れ
ぜ
、
偵
ら
を
の
結
果

ピ
し
て
主
遣
て
来
る
所
の
も
の
で
あ
乃
、
そ
う
し
て
第
三
に
、
吾

々
」が

質
却
に

つ
い
て
論
ず

る
限
り
、
肩
然
舶
櫛
占
叉
は
人
工
的
濁
古
が
、
責
買
契
約
者

の
、一
方
の
側
を
湿
て
償
値
以

上

に
璽
る
こ
恩
を
得
し
め
、
.或
は
そ
れ
以
下
篤
費
卸
す
み
こ
ぜ
を
鯨
儀
な
《
せ
し
む

る
や
う
な
こ
ε
が
な

い
こ

.
邸

r

ご
み
帥
ち
是
で
あ
る
。」

二

動

異

れ
星

産
部
門
の
諸
・
の
商
品
が
・そ
の
冨

通
り
に
要

を

の
蜷

は
、
吻
鞍

に
、
そ
量

値
が
引

、・窮
.

む

む

h

「
力
勲
で
あ

っ
て
　、
そ
の
周
園
を
そ
の
憤
格
が
廻
轄
し
一
而
七
{
此

の
債
格
の
噺
え
ざ
る
上
下

へ
の
受
動
を
そ
の

鞍

鄭
鷺

欝

欝

麗
饗
内鍵

…

らざるこ一

触

.

れ
ば
.
綴

は
商
品
の
糞

蔑

給
ξ
の
合
致
せ
る
場
合
麺

ま
　

の
猛

ち
ざ
る
、
妥

、
明
か
。
認
。
た

砦

解

髪
ぺ騰

畿
轄

蝦
彬
舗鮪難
難

難

続
紙
藷

雛
圃郷
激
、

ノ

る
の
で
あ

る
、
.
.
實

に
グ

ジ
」ゴ
ロ
.ザ
ィ
チ
の
吉

ひ
し
如
く

轡

マ
ル
ク

ス
の
所

謂
『
肚
會

的

に
必

要
な

る
勢

働

(晴
間

)」

h
顕

.
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論

説

マ
ル
〃
ス
の
艦
〃働
債
値
論
の
根
本
命
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に
就
て
(
二
・完
)
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第
十

[
巻
・
(第
三
號

一
〇
二
)

三
九
六

は
、、
同

一
概

念
一

(即

ち
廣

値
決
定
要
素

こ

し
て
の
概
念

)F

に
謝
す

る
二
.つ
の
異

れ
る
定
義

で
は
敬

い
、
.そ

、
.
且

つ

■

の

り
　

む

　

ば
.二
つ
の
異
骨

概
念
卜
.

(即
ち
償
値
決
定
要
素
ε
七
て
の
概
念
盗

値
實
現
要
書

し
て
の
概
倉

v
一

「・
繋

止

封
ず

る
同

一
の
名
稠
な

の
で
あ

る
。

の
鶏

・
エ
.ソ
ゲ
貨

が
・
多

ク
あ

著

『貧
僧
凱
働
及
養

蚕

の
髪

に
於
て
・

噛
.

譲

裾
継
褻
器
鶴
野

激
越
籍
催
讐
継難
難
題
麟

　馳
　

ロ

は
善
導

純
然
π
る
偶
然

に
よ
っ
て
決
定

ざ
る

・
や
う
に
見
え
る
蕊

ふ
こ
ε
を
獲
見
す
る
。
今
や
纒
濟
學
が

呱
呱

一」の
科

學
`
し

て
現

は
る

＼
こ
ε

＼
な

る
や
、
此

の
、

一
見

商
品

の
償
格

を
支

配

し

つ

〉
め

る
偶

然
事

の
裏
面

㎞

粉

罎

れ
・
居
・
所
・
、
　

し
て
叉
、
養

上
は
此
偶
肇

自
警

支
配
し
て
居
た
所
辺

・
程

則
姦

索

鰹

,

`
す

る
の
が
、
そ
の
第

一
の
仕
事
で
め

つ
陀
。
断
え
す
或
は
上

に
域
は
下
に
動
揺
し
て
侶

っ
允
商
品
の
贋
諮

の
中

江
騨

・
撃

誕

濟
畢
は
、
黄

園
を
些

脇

肇

覇

・
て
居
つ
斎

の
、
個
定
せ
・
中
.灘

集

め
陀
。

「

㎞
皿
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縮

樋
赫
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総
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僑
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、
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、
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・
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血

e

　
　

ロ

讃
鞭
黎
燐
む
髪

露
髄

獅
鶴
ル官離
籍
噸膿
謬

),欝

τ

喬

榔
の
大
を

は
・
直
讐

里

で
あ
り
得
な

い
ざ
い
ふ
・
遠

・
毫

愚

傷

い
て
居
な

い
ご
.

・凸

助
髄

冠
省
入
る
が
如
き
、
長
く

マ
ル
ク

ス
の
意
見
を
表
明
し
て
居
る
や
う
臆
想
臓
る

、
。
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